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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画を配信する動画配信サーバーと、前記動画に対するコメントを配信するコメント配
信サーバーと、前記動画配信サーバーから配信される動画と、前記コメント配信サーバー
から配信されるコメントとを出力する端末と、を有するコメント配信システムであって、
　前記コメント配信サーバーは、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、を含むコメント情報を前記端末へ配信するコメ
ント配信部を有し、
　前記端末は、
　画像出力装置と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を受信する動画受信部と、
　前記コメント配信サーバーから配信される前記コメント情報を受信するコメント受信部
と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の
所定の動画表示領域に表示させる動画再生部と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる制御部と、を有し、
　前記端末は、音声出力装置を有し、



(2) JP 5359199 B2 2013.12.4

10

20

30

40

50

　前記制御部は、前記コメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声
出力装置に出力させ、また、前記再生時間に応じ、該再生時間と一致する前記コメント入
力時間のコメントに対応し、該コメントを選択させるためのコメントアイコンを前記表示
画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させ、かつ、前記コメントアイコンを重なり
合うことなく前記表示画面上に表示させる、コメント配信システム。
【請求項２】
　動画を配信する動画配信サーバーと、前記動画に対するコメントを配信するコメント配
信サーバーと、前記動画配信サーバーから配信される動画と、前記コメント配信サーバー
から配信されるコメントとを出力する端末と、を有するコメント配信システムであって、
　前記コメント配信サーバーは、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、前記コメントの重要度を示す情報と、を含むコ
メント情報を前記端末へ配信するコメント配信部を有し、
　前記端末は、
　画像出力装置と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を受信する動画受信部と、
　前記コメント配信サーバーから配信される前記コメント情報を受信するコメント受信部
と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の
所定の動画表示領域に表示させる動画再生部と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる制御部と、を有し、
　前記端末は、音声出力装置を有し、
　前記制御部は、前記コメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声
出力装置に出力させ、また、前記再生時間に応じ、該再生時間と一致する前記コメント入
力時間のコメントに対応し、該コメントを選択させるためのコメントアイコンを前記表示
画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させ、かつ、前記重要度に応じ、前記コメン
トアイコンの表示形態を変化させる、コメント配信システム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のコメント配信システムにおいて、
　前記制御部は、前記コメントアイコンの選択を受け付けると、該選択されたコメントア
イコンに対応するコメントがテキストとして入力されていた場合、該コメントを前記表示
画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させ、前記選択されたコメントアイコンに対
応するコメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力
させるコメント配信システム。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載のコメント配信システムにおいて、
　前記制御部は、前記表示画面上に表示させてから一定時間を経過したコメントアイコン
の表示を止めるコメント配信システム。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載のコメント配信システムにおいて、
　前記制御部は、前記再生時間を超えたコメント入力時間のコメントに対応するコメント
アイコンの表示を止めるコメント配信システム。
【請求項６】
　動画を配信する動画配信サーバーと、前記動画に対するコメントを配信するコメント配
信サーバーと、画像出力装置及び音声出力装置を備え、前記動画配信サーバーから配信さ
れる動画と、前記コメント配信サーバーから配信されるコメントとを出力する端末と、を
有するコメント配信システムにおけるコメント出力方法であって、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
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始時点を基準としたコメント入力時間と、を含むコメント情報を前記端末へ配信する処理
と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を受信する処理と、
　前記コメント配信サーバーから配信される前記コメント情報を受信する処理と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の
所定の動画表示領域に表示させる処理と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる処理と、
　前記コメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力
させる処理と、
　前記再生時間に応じ、該再生時間と一致する前記コメント入力時間のコメントに対応し
、該コメントを選択させるためのコメントアイコンを前記表示画面上の前記動画表示領域
以外の領域に表示させる処理と、
　前記コメントアイコンを重なり合うことなく前記表示画面上に表示させる処理と、を有
するコメント出力方法。
【請求項７】
　動画を配信する動画配信サーバーと、前記動画に対するコメントを配信するコメント配
信サーバーと、画像出力装置及び音声出力装置を備え、前記動画配信サーバーから配信さ
れる動画と、前記コメント配信サーバーから配信されるコメントとを出力する端末と、を
有するコメント配信システムにおけるコメント出力方法であって、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、前記コメントの重要度を示す情報と、を含むコ
メント情報を前記端末へ配信する処理と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を受信する処理と、
　前記コメント配信サーバーから配信される前記コメント情報を受信する処理と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の
所定の動画表示領域に表示させる処理と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる処理と、
　前記コメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力
させる処理と、
　前記再生時間に応じ、該再生時間と一致する前記コメント入力時間のコメントに対応し
、該コメントを選択させるためのコメントアイコンを前記表示画面上の前記動画表示領域
以外の領域に表示させる処理と、
　前記重要度に応じ、前記コメントアイコンの表示形態を変化させる処理と、を有するコ
メント出力方法。
【請求項８】
　請求項６または７に記載のコメント出力方法において、
　前記コメントアイコンの選択を受け付けると、該選択されたコメントアイコンに対応す
るコメントがテキストとして入力されていた場合、該コメントを前記表示画面上の前記動
画表示領域以外の領域に表示させ、前記選択されたコメントアイコンに対応するコメント
が音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力させる処理を有
するコメント出力方法。
【請求項９】
　請求項６乃至８のいずれか１項に記載のコメント出力方法において、
　前記表示画面上に表示させてから一定時間を経過したコメントアイコンの表示を止める
処理を有するコメント出力方法。
【請求項１０】
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　請求項６乃至９のいずれか１項に記載のコメント出力方法において、
　前記再生時間を超えたコメント入力時間のコメントに対応するコメントアイコンの表示
を止める処理を有するコメント出力方法。
【請求項１１】
　画像出力装置と、
　動画を受信する動画受信部と、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、を含むコメント情報を受信するコメント受信部
と、
　受信した動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の所定の動画表示領域に表示さ
せる動画再生部と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる制御部と、
　音声出力装置と、を有し、
　前記制御部は、前記コメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声
出力装置に出力させ、また、前記再生時間に応じ、該再生時間と一致する前記コメント入
力時間のコメントに対応し、該コメントを選択させるためのコメントアイコンを前記表示
画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させ、かつ、前記コメントアイコンを重なり
合うことなく前記表示画面上に表示させる、端末。
【請求項１２】
　画像出力装置と、
　動画を受信する動画受信部と、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、前記コメントの重要度を示す情報と、を含むコ
メント情報を受信するコメント受信部と、
　受信した動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の所定の動画表示領域に表示さ
せる動画再生部と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる制御部と、
　音声出力装置と、を有し、
　前記制御部は、前記コメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声
出力装置に出力させ、また、前記再生時間に応じ、該再生時間と一致する前記コメント入
力時間のコメントに対応し、該コメントを選択させるためのコメントアイコンを前記表示
画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させ、かつ、前記重要度に応じ、前記コメン
トアイコンの表示形態を変化させる、端末。
【請求項１３】
　請求項１１または１２に記載の端末において、
　前記制御部は、前記コメントアイコンの選択を受け付けると、該選択されたコメントア
イコンに対応するコメントがテキストとして入力されていた場合、該コメントを前記表示
画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させ、前記選択されたコメントアイコンに対
応するコメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力
させる端末。
【請求項１４】
　請求項１１乃至１３のいずれか１項に記載の端末において、
　前記制御部は、前記表示画面上に表示させてから一定時間を経過したコメントアイコン
の表示を止める端末。
【請求項１５】
　請求項１１乃至１４のいずれか１項に記載の端末において、
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　前記制御部は、前記再生時間を超えたコメント入力時間のコメントに対応するコメント
アイコンの表示を止める端末。
【請求項１６】
　画像出力装置及び音声出力装置を備える端末におけるコメント出力方法であって、
　動画を受信する処理と、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、を含むコメント情報を受信する処理と、
　受信した動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の所定の動画表示領域に表示さ
せる処理と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる処理と、
　前記コメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力
させる処理と、
　前記再生時間に応じ、該再生時間と一致する前記コメント入力時間のコメントに対応し
、該コメントを選択させるためのコメントアイコンを前記表示画面上の前記動画表示領域
以外の領域に表示させる処理と、
　前記コメントアイコンを重なり合うことなく前記表示画面上に表示させる処理と、を有
するコメント出力方法。
【請求項１７】
　画像出力装置及び音声出力装置を備える端末におけるコメント出力方法であって、
　動画を受信する処理と、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、前記コメントの重要度を示す情報と、を含むコ
メント情報を受信する処理と、
　受信した動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の所定の動画表示領域に表示さ
せる処理と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる処理と、
　前記コメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力
させる処理と、
　前記再生時間に応じ、該再生時間と一致する前記コメント入力時間のコメントに対応し
、該コメントを選択させるためのコメントアイコンを前記表示画面上の前記動画表示領域
以外の領域に表示させる処理と、
　前記重要度に応じ、前記コメントアイコンの表示形態を変化させる処理と、を有するコ
メント出力方法。
【請求項１８】
　請求項１６または１７に記載のコメント出力方法において、
　前記コメントアイコンの選択を受け付けると、該選択されたコメントアイコンに対応す
るコメントがテキストとして入力されていた場合、該コメントを前記表示画面上の前記動
画表示領域以外の領域に表示させ、前記選択されたコメントアイコンに対応するコメント
が音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力させる処理を有
するコメント出力方法。
【請求項１９】
　請求項１６乃至１８のいずれか１項に記載のコメント出力方法において、
　前記表示画面上に表示させてから一定時間を経過したコメントアイコンの表示を止める
処理を有するコメント出力方法。
【請求項２０】
　請求項１６乃至１９のいずれか１項に記載のコメント出力方法において、



(6) JP 5359199 B2 2013.12.4

10

20

30

40

50

　前記再生時間を超えたコメント入力時間のコメントに対応するコメントアイコンの表示
を止める処理を有するコメント出力方法。
【請求項２１】
　画像出力装置及び音声出力装置を備える端末に、
　動画を受信する機能と、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、を含むコメント情報を受信する機能と、
　受信した動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の所定の動画表示領域に表示さ
せる機能と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる機能と、
　前記コメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力
させる機能と、
　前記再生時間に応じ、該再生時間と一致する前記コメント入力時間のコメントに対応し
、該コメントを選択させるためのコメントアイコンを前記表示画面上の前記動画表示領域
以外の領域に表示させる機能と、
　前記コメントアイコンを重なり合うことなく前記表示画面上に表示させる機能と、を実
現させるためのプログラム。
【請求項２２】
　画像出力装置及び音声出力装置を備える端末に、
　動画を受信する機能と、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、前記コメントの重要度を示す情報と、を含むコ
メント情報を受信する機能と、
　受信した動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の所定の動画表示領域に表示さ
せる機能と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる機能と、
　前記コメントが音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力
させる機能と、
　前記再生時間に応じ、該再生時間と一致する前記コメント入力時間のコメントに対応し
、該コメントを選択させるためのコメントアイコンを前記表示画面上の前記動画表示領域
以外の領域に表示させる機能と、
　前記重要度に応じ、前記コメントアイコンの表示形態を変化させる機能と、を実現させ
るためのプログラム。
【請求項２３】
　請求項２１または２２に記載のプログラムにおいて、
　前記コメントアイコンの選択を受け付けると、該選択されたコメントアイコンに対応す
るコメントがテキストとして入力されていた場合、該コメントを前記表示画面上の前記動
画表示領域以外の領域に表示させ、前記選択されたコメントアイコンに対応するコメント
が音声として入力されていた場合、該コメントを前記音声出力装置に出力させる機能を実
現させるためのプログラム。
【請求項２４】
　請求項２１乃至２３のいずれか１項に記載のプログラムにおいて、
　前記表示画面上に表示させてから一定時間を経過したコメントアイコンの表示を止める
機能を実現させるためのプログラム。
【請求項２５】
　請求項２１乃至２４のいずれか１項に記載のプログラムにおいて、
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　前記再生時間を超えたコメント入力時間のコメントに対応するコメントアイコンの表示
を止める機能を実現させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動画の表示とともにその動画に対するコメントを表示するコメント配信シス
テム、端末、コメント出力方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、動画の共有サイトが人気を博している。ある動画の共有サイトでは、ユーザーが
投稿した動画に対し、他のユーザーがコメントを付与することができる。このとき、他の
ユーザーによって付与されたコメントの表示方法は、ブログなどで使われるリスト型のコ
メント表示方法と同じである。
【０００３】
　このリスト型のコメント表示方法は、一覧性には優れているが、動画の再生時間に応じ
たコメントを表示することはできず、投稿された動画全体に対するコメントを表示するに
とどまる。
【０００４】
　また、テレビ番組及び動画データに対しては、動画の共有サイトのようなコメント表示
には対応しておらず、家族での視聴の際、会話などによる話題の共有等は可能であるが、
不特定多数のユーザー間における話題の共有を行うことが難しかった。
【０００５】
　ここで、テレビ番組等の動画に対し、ユーザーが発言したコメントをその動画と併せて
表示するシステムが例えば、特許文献１に開示されている。
【０００６】
　特許文献１に開示されているシステムでは、地域ごとに放送時間が異なるテレビ番組等
に関するインターネット上の掲示板において、テレビ番組の１シーンに対する書き込み（
コメント）を放送開始からの正味放送時間に対応させて記憶しておく。そして、インター
ネット上の掲示板を閲覧する時間が異なる場合でも、書き込まれた内容がその地域でのテ
レビの放送時間に合わせて表示される。
【０００７】
　特許文献１に開示されているシステムは、単に動画の再生時間と対応付けてコメントを
登録しておき、テレビ番組が放送される時間と合わせて再生するものである。そのため、
ユーザー間において、リアルタイムでのコメントのやりとりをすることができず、コミュ
ニケーションとしての面白みが十分にあるとはいえなかった。
【０００８】
　そこで、ユーザー間において、リアルタイムでのコメントをやりとりすることができる
システムが求められ、これを可能にする技術が例えば、特許文献２に開示されている。
【０００９】
　特許文献２に開示されている技術では、端末装置は、再生する動画の再生時間に対応す
るコメント付与時間がコメントに付加されたコメント情報をコメント配信サーバーから受
信する。そして、コメント情報を受信した端末装置は、動画を再生して表示するとともに
、コメント配信サーバーから受信したコメント情報のうち、再生する動画の再生時間に対
応するコメント付与時間が付加されたコメントを動画の再生時間に応じて表示する。
【特許文献１】特開２００２－２９０９４９号公報
【特許文献２】特開２００８－１７２７４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　特許文献２に開示されている技術では、再生する動画の再生時間に対応するコメント付
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与時間が対応づけられたコメントを動画とともに表示する場合、動画を表示する領域にコ
メントも表示されるため、表示されるコメントによって動画の視聴が妨げられるという課
題がある。
【００１１】
　また、コメントは、テキストとしてのみ表示されるため、ユーザーは、複数のユーザー
間において動画を共有しているという臨場感を得ることができないという課題がある。
【００１２】
　本発明の目的は、上述した課題のいずれかを解決するコメント配信システム、端末、コ
メント出力方法及びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために本発明は、
　動画を配信する動画配信サーバーと、前記動画に対するコメントを配信するコメント配
信サーバーと、前記動画配信サーバーから配信される動画と、前記コメント配信サーバー
から配信されるコメントとを出力する端末と、を有するコメント配信システムであって、
　前記コメント配信サーバーは、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、を含むコメント情報を前記端末へ配信するコメ
ント配信部を有し、
　前記端末は、
　画像出力装置と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を受信する動画受信部と、
　前記コメント配信サーバーから配信される前記コメント情報を受信するコメント受信部
と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の
所定の動画表示領域に表示させる動画再生部と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる制御部と、を有する。
【００１４】
　また、動画を配信する動画配信サーバーと、前記動画に対するコメントを配信するコメ
ント配信サーバーと、画像出力装置及び音声出力装置を備え、前記動画配信サーバーから
配信される動画と、前記コメント配信サーバーから配信されるコメントとを出力する端末
と、を有するコメント配信システムにおけるコメント出力方法であって、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、を含むコメント情報を前記端末へ配信する処理
と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を受信する処理と、
　前記コメント配信サーバーから配信される前記コメント情報を受信する処理と、
　前記動画配信サーバーから配信される動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の
所定の動画表示領域に表示させる処理と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる処理と、を有する。
【００１５】
　また、画像出力装置と、
　動画を受信する動画受信部と、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、を含むコメント情報を受信するコメント受信部
と、
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　受信した動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の所定の動画表示領域に表示さ
せる動画再生部と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる制御部と、を有する。
【００１６】
　また、画像出力装置及び音声出力装置を備える端末におけるコメント出力方法であって
、
　動画を受信する処理と、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、を含むコメント情報を受信する処理と、
　受信した動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の所定の動画表示領域に表示さ
せる処理と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる処理と、を有する。
【００１７】
　また、画像出力装置及び音声出力装置を備える端末に、
　動画を受信する機能と、
　前記動画に対するコメントと、該コメントが入力された時間であって前記動画の再生開
始時点を基準としたコメント入力時間と、を含むコメント情報を受信する機能と、
　受信した動画を再生し、前記画像出力装置の表示画面上の所定の動画表示領域に表示さ
せる機能と、
　前記再生される動画の再生開始時点を基準とした再生時間に応じ、該再生時間と一致す
る前記コメント入力時間のコメントを、該コメントがテキストとして入力されていた場合
、前記表示画面上の前記動画表示領域以外の領域に表示させる機能と、を実現させる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は以上説明したように構成されているので、表示されるコメントによって動画の
視聴が妨げられることがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００２０】
　図１は、本発明のコメント配信システムの実施の一形態を示す図である。
【００２１】
　本実施形態のコメント配信システムは図１に示すように、端末であるユーザー端末１０
０－１～１００－ｎと、テレビ放送波をユーザー端末１００－１～１００－ｎへ配信する
動画配信サーバーであるテレビ放送波配信サーバー２００と、コメント配信サーバー３０
０とを備えている。また、ユーザー端末１００－１～１００－ｎと、テレビ放送波配信サ
ーバー２００と、コメント配信サーバー３００とはネットワーク１で接続されている。な
お、ユーザー端末１００－１～１００－ｎは、例えば、家庭等にある据え置き型テレビで
ある固定テレビやテレビ放送波を受信できる携帯電話、携帯型テレビ端末等である。
【００２２】
　図２は、図１に示したユーザー端末１００－１の構成を示すブロック図である。なお、
ユーザー端末１００－２～１００－ｎも同じ構成である。
【００２３】
　図１に示したユーザー端末１００－１は図２に示すように、動画受信部であるテレビ放
送波受信部１０１と、動画再生部であるテレビ放送波再生部１０２と、コメント受信部１
０３と、コメント記憶部１０４と、アイコン選択受付部１０５と、コメントテキスト受付
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部１０６と、コメント音声受付部１０７と、制御部１０８と、画像出力部１０９と、音声
出力部１１０と、画像出力装置１１１と、音声出力装置１１２とを備えている。
【００２４】
　また、図２に示すようにユーザー端末１００－１は、キーボードやマウス、タッチパネ
ル用のタッチペン等の入力装置１５０と、マイク等の音声入力装置１６０と接続されてい
る。
【００２５】
　テレビ放送波受信部１０１は、テレビ放送波配信サーバー２００から配信されるテレビ
放送波をネットワーク１を介して受信し、受信したテレビ放送波をテレビ放送波再生部１
０２へ出力する。
【００２６】
　テレビ放送波再生部１０２は、テレビ放送波受信部１０１から出力されたテレビ放送波
を再生して画像出力部１０９へ出力する。
【００２７】
　コメント受信部１０３は、視聴しているテレビ番組の内容に対して入力されたコメント
を含むコメント情報をコメント配信サーバー３００から受信する。そして、受信したコメ
ント情報をコメント記憶部１０４へ出力する。なお、コメント配信サーバー３００から配
信されるコメント情報は、そのコメントが入力されたテレビ番組を識別するテレビ放送波
ＩＤ（ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）と、そのテレビ放送波ＩＤの中で個々のコメント
を識別するコメントＩＤと、そのテレビ放送波の再生開始時点を基準として個々のコメン
トが入力された時間を示すコメント入力時間と、個々のコメントがテキストであるか音声
であるかの種別を示すコメント種別と、個々のコメントの内容を示すコメントデータとが
対応付けられた情報である。
【００２８】
　コメント記憶部１０４は、コメント受信部１０３から出力されたコメント情報を、その
コメント情報に含まれるテレビ放送波ＩＤに対応する受信コメントテーブルに記憶する。
なお、受信コメントテーブルの詳細については、後述する動作フローで説明する。
【００２９】
　アイコン選択受付部１０５は、ユーザーが入力装置１５０を操作することによって選択
したバルーン型アイコンの選択を受け付ける。そして、受け付けたバルーン型アイコンの
コメントＩＤを制御部１０８へ出力する。なお、バルーン型アイコンとは、テレビ番組の
内容に対するコメントの存在を示すコメントアイコンであり、画像出力装置１１１の表示
画面上の所定の領域に表示される。このバルーン型アイコンはコメントの数と同じ数だけ
表示される。ユーザー端末１００－１～１００－ｎのユーザーは、このバルーン型アイコ
ンを選択することによってコメントの内容を参照することができる。バルーン型アイコン
の詳細については後述する。
【００３０】
　コメントテキスト受付部１０６は、ユーザーが入力装置１５０を操作することによって
入力した視聴しているテレビ番組の内容に対するコメントのテキスト入力を受け付け、受
け付けたテキストをコメント種別がテキストのコメントデータとして制御部１０８へ出力
する。
【００３１】
　コメント音声受付部１０７は、ユーザーが音声入力装置１６０を介して入力した視聴し
ているテレビ番組の内容に対するコメントの音声入力を受け付け、受け付けた音声をコメ
ント種別が音声のコメントデータとして制御部１０８へ出力する。
【００３２】
　制御部１０８は、ユーザー端末１００－１の動作を制御するものであり、代表的な動作
としては以下に示す（１）～（４）が挙げられる。
【００３３】
　（１）視聴しているテレビ番組の内容に対するコメント情報の送信を要求するためのコ
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メント配信要求コマンドをコメント配信サーバー３００へ送信する。なお、コメント配信
要求コマンドにはテレビ放送波ＩＤが含まれている。
【００３４】
　（２）再生しているテレビ放送波の再生時間に応じ、その再生時間と一致するコメント
入力時間のコメントデータとコメントＩＤとをアイコンデータとして画像出力部１０９へ
出力する。
【００３５】
　（３）アイコン選択受付部１０５から出力されたコメントＩＤを受けると、出力を受け
たコメントＩＤに対応するコメントデータをコメント記憶部１０４の受信コメントテーブ
ルから取得する。そして、取得したコメントデータのコメント種別がテキストである場合
、取得したコメントデータを画像出力部１０９へ出力する。一方、取得したコメントデー
タのコメント種別が音声である場合には、取得したコメントデータを音声出力部１１０へ
出力する。
【００３６】
　（４）コメントテキスト受付部１０６からコメントデータの出力を受けると、出力を受
けたコメントデータに、テレビ放送波ＩＤと、コメント種別がテキストであることを示し
た情報と、コメント入力時間とを付加し、コメント情報としてコメント配信サーバー３０
０へ送信する。また、同様に、コメント音声受付部１０７からコメントデータの出力を受
けると、出力を受けたコメントデータに、テレビ放送波ＩＤと、コメント種別が音声であ
ることを示した情報と、コメント入力時間とを付加し、コメント情報としてコメント配信
サーバー３００へ送信する。
【００３７】
　画像出力部１０９は、以下の（１）～（３）に示す画像を画像出力装置１１１の表示画
面上のそれぞれ異なる領域に表示させる。
【００３８】
　（１）テレビ放送波再生部１０２から出力されたテレビ放送波の動画
　（２）制御部１０８から出力されたアイコンデータに対応するバルーン型アイコン
　（３）制御部１０８から出力された選択されたバルーン型アイコンに対応するテキスト
のコメント
なお、上述したテレビ放送波の動画、バルーン型アイコン及びテキストのコメントを表示
する画像出力装置１１１の表示画面上での領域の詳細については後述する。
【００３９】
　音声出力部１１０は、制御部１０８から出力された音声のコメントデータが示す音声を
音声出力装置１１２に出力させる。
【００４０】
　図３は、図１に示したコメント配信サーバー３００の構成を示すブロック図である。
【００４１】
　図１に示したコメント配信サーバー３００は図３に示すように、コメント配信部３０１
と、コメント記憶部３０２と、通信部３０３とを備えている。
【００４２】
　通信部３０３は、ユーザー端末１００－１～１００ｎから送信されたコメント情報を受
信すると、受信したコメント情報をコメント記憶部３０２へ出力する。また、通信部３０
３は、ユーザー端末１００－１～１００－ｎから送信されたコメント配信要求コマンドを
受信すると、コメント配信要求コマンドに含まれるテレビ放送波ＩＤをコメント配信部３
０１へ出力する。
【００４３】
　コメント記憶部３０２は、通信部３０３から出力されたコメント情報にコメントＩＤを
付与してコメントテーブルに記憶する。
【００４４】
　図４は、図３に示したコメント記憶部３０２が有するコメントテーブルの構成の一例を
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示す図である。
【００４５】
　図４に示すように図３に示したコメント記憶部３０２が有するコメントテーブル３０２
ａは、テレビ放送波ＩＤカラム３０２ｂと、コメントＩＤカラム３０２ｃと、コメント種
別カラム３０２ｄと、コメント入力時間カラム３０２ｅと、コメントデータカラム３０２
ｆとで構成されている。
【００４６】
　図４では一例としてテレビ放送波ＩＤが「００１」のコメントテーブル３０２ａを示し
ているが、コメントテーブル３０２ａはテレビ放送波ＩＤ毎に生成される。
【００４７】
　コメント配信部３０１は、通信部３０３からテレビ放送波ＩＤの出力を受けると、出力
を受けたテレビ放送波ＩＤに対応したコメント情報をコメント記憶部３０２のコメントテ
ーブルから取得し、コメント配信要求コマンドの送信元のユーザー端末１００－１～１０
０－ｎへ取得したコメント情報を送信する。
【００４８】
　以下に、上記のように構成されたコメント配信システムの動作について説明する。
【００４９】
　まず、本実施形態のコメント配信システムの動作の概略を説明する。
【００５０】
　ユーザー端末１００－１において、テレビ放送波配信サーバー２００から配信されてい
るテレビ放送波のテレビ番組の視聴を開始すると、指定されたテレビ放送波がユーザー端
末１００－１にストリーミング配信される。
【００５１】
　一方、コメント配信サーバー３００は、ユーザー端末１００－１が視聴を開始したテレ
ビ番組の内容に対するコメント情報をコメント配信要求コマンドを送信してきたユーザー
端末１００－１～１００－ｎへ配信する。
【００５２】
　ユーザー端末１００－１は、テレビ放送波配信サーバー２００から配信されたテレビ放
送波を受信し、その内容である動画を画像出力装置１１１で表示するとともに、コメント
配信サーバー３００から配信されたコメント情報に基づき、コメントをバルーン型アイコ
ンとして画像出力装置１１１で表示する。ここでは、テレビ放送波の再生時間と一致する
コメント入力時間のコメントに対応するバルーン型アイコンがテレビ放送波の再生時間に
応じて順次表示され、表示されてから一定時間が経過すると消える。
【００５３】
　次に、図１及び図３に示したコメント配信サーバー３００と、図１及び図２に示したユ
ーザー端末１００－１の動作について説明する。
【００５４】
　まず、図１及び図３に示したコメント配信サーバー３００の動作について説明する。
【００５５】
　図５は、図１及び図３に示したコメント配信サーバー３００動作を説明するためのフロ
ーチャートである。
【００５６】
　通信部３０３は、ユーザー端末１００－１～１００－ｎからコメント配信要求コマンド
を受信したかどうかを確認する（ステップＳ１）。
【００５７】
　ステップＳ１における確認の結果、コメント配信要求コマンドを受信していた場合、通
信部３０３は、コメント配信要求コマンドに含まれるテレビ放送波ＩＤをコメント配信部
３０１へ出力する。
【００５８】
　通信部３０３から出力されたテレビ放送波ＩＤを受けたコメント配信部３０１は、出力



(13) JP 5359199 B2 2013.12.4

10

20

30

40

50

を受けたテレビ放送波ＩＤに対応するコメント情報をコメント記憶部３０２のコメントテ
ーブル３０２ａから取得する（ステップＳ２）。
【００５９】
　そして、コメント配信部３０１は、コメントテーブル３０２ａから取得したコメント情
報をコメント配信要求コマンドの送信元のユーザー端末１００－１～１００－ｎへ配信す
る（ステップＳ３）。なお、ここでは、受信したコメント配信要求コマンドに含まれるテ
レビ放送波ＩＤに対応付けられたコメント情報をすべて送信する。
【００６０】
　一方、ステップＳ１における確認の結果、コメント配信要求コマンドを受信していない
場合には、通信部３０３は、ユーザー端末１００－１～１００－ｎから送信されたコメン
ト情報を受信したかどうかを確認する（ステップＳ４）。
【００６１】
　ステップＳ４における確認の結果、ユーザー端末１００－１～１００－ｎから送信され
たコメント情報を受信していた場合、通信部３０３は、受信したコメント情報をコメント
記憶部３０２へ出力する。
【００６２】
　そして、通信部３０３からコメント情報の出力を受けたコメント記憶部３０２は、出力
を受けたコメント情報に含まれるテレビ放送波ＩＤに対応するコメントテーブル３０２ａ
に受信したコメント情報を記憶する（ステップＳ５）。なお、出力を受けたコメント情報
に含まれるテレビ放送波ＩＤに対応するコメント情報が既にコメントテーブル３０２ａに
記憶されている場合、出力を受けたコメント情報をそのコメントテーブル３０２ａに追加
する。
【００６３】
　次に、コメント配信部３０１は、受信したコメント情報に含まれているテレビ放送波Ｉ
Ｄのテレビ番組を視聴してコメントを閲覧しているユーザーのユーザー端末１００－１～
１００－ｎを特定する。そして、その特定したユーザー端末１００－１～１００－ｎのそ
れぞれに、ステップＳ５においてコメントテーブル３０２ａに記憶させたコメントを配信
する（ステップＳ６）。
【００６４】
　一方、ステップＳ４における確認の結果、ユーザー端末１００－１～１００－ｎから送
信されたコメント情報を受信していない場合、ステップＳ１の動作に移行し、通信部３０
３は、コメント配信要求コマンドの受信の確認を行う。
【００６５】
　なお、ステップＳ６において説明した同じテレビ放送波ＩＤのテレビ番組を視聴してい
るユーザーのユーザー端末１００－１～１００－ｎを特定する方法としては、例えば、コ
メント配信サーバー３００にアクセスしてきたユーザー端末１００－１～１００－ｎとテ
レビ放送波ＩＤ毎にセッションを確立しておく。そして、このテレビ放送波ＩＤ毎のセッ
ションが有効なユーザー端末１００－１～１００－ｎを、そのテレビ放送波ＩＤのテレビ
番組を視聴しているユーザーのユーザー端末と特定する方法がある。
【００６６】
　次に、図１及び図２に示したユーザー端末１００－１の動作について説明する。この動
作は他のユーザー端末１００－２～１００－ｎでも同様である。
【００６７】
　図６は、図１及び図２に示したユーザー端末１００－１の動作を説明するためのフロー
チャートである。
【００６８】
　まず、制御部１０８は、ユーザーからのテレビ番組の視聴の指示を受け付け（ステップ
Ｓ５１）、テレビ番組の視聴の指示に含まれるテレビ放送波ＩＤをテレビ放送波受信部１
０１へ出力する。
【００６９】
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　制御部１０８からテレビ放送波ＩＤの出力を受けたテレビ放送波受信部１０１は、出力
を受けたテレビ放送波ＩＤのテレビ放送波をテレビ放送波配信サーバー２００から受信し
（ステップＳ５２）、テレビ放送波再生部１０２へ出力する。
【００７０】
　次に制御部１０８は、テレビ番組の視聴の指示に含まれるテレビ放送波ＩＤを含むコメ
ント配信要求コマンドをコメント配信サーバー３００へ送信する（ステップＳ５３）。
【００７１】
　ステップＳ５３の動作により、コメント配信サーバー３００から送信されたコメント情
報をコメント受信部１０３が受信すると、コメント受信部１０３は、受信したコメント情
報をコメント記憶部１０４へ出力する。
【００７２】
　そして、コメント受信部１０３からコメント情報の出力を受けたコメント記憶部１０４
は、出力を受けたコメント情報を受信コメントテーブルに記憶する（ステップＳ５４）。
【００７３】
　図７は、図２に示したコメント記憶部１０４が有する受信コメントテーブルの構成の一
例を示す図である。
【００７４】
　図７に示すように図２に示したコメント記憶部１０４が有する受信コメントテーブル１
０４ａは、テレビ放送波ＩＤカラム１０４ｂと、コメントＩＤカラム１０４ｃと、コメン
ト種別カラム１０４ｄと、コメント入力時間カラム１０４ｅと、コメントデータカラム１
０４ｆとで構成されている。
【００７５】
　図７では一例としてテレビ放送波ＩＤが「００１」の受信コメントテーブル１０４ａを
示しているが、受信コメントテーブル１０４ａはテレビ放送波ＩＤ毎に生成される。
【００７６】
　コメント情報がコメント記憶部１０４の受信コメントテーブル１０４ａに記憶されると
、テレビ放送波再生部１０２は、テレビ放送波受信部１０１から出力されたテレビ放送波
の再生を開始し、画像出力部１０９へ出力する。
【００７７】
　テレビ放送波再生部１０２から出力されたテレビ放送波を受けた画像出力部１０９は、
受信したテレビ放送波の動画を画像出力装置１１１の表示画面の所定の領域に表示させる
（ステップＳ５５）。
【００７８】
　制御部１０８は、テレビ放送波の再生の開始に合わせてそのテレビ放送波の再生時間の
カウントを開始する。そして、テレビ放送波の再生時間に応じ、テレビ放送波の再生時間
と一致するコメント入力時間のコメント情報があるかどうかを受信コメントテーブル１０
４ａのコメント入力時間カラム１０４ｅを参照して判定する（ステップＳ５６）。
【００７９】
　ステップＳ５６における判定の結果、テレビ放送波の再生時間と一致するコメント入力
時間のコメント情報がある場合、制御部１０８は、そのコメント情報からコメントＩＤと
コメントデータとを取得してアイコンデータとして画像出力部１０９へ出力する。
【００８０】
　制御部１０８から出力されたアイコンデータを受けた画像出力部１０９は、バルーン型
アイコンを画像出力装置１１１の表示画面上の所定の領域に表示させる（ステップＳ５７
）。
【００８１】
　そして、テレビ放送波再生部１０２は、テレビ放送波の再生が終了したかどうかを判定
する（ステップＳ５８）。
【００８２】
　ステップＳ５８における判定の結果、テレビ放送波の再生が終了していれば、テレビ放
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送波再生部１０２は、その旨を制御部１０８へ通知し、処理が終了する。
【００８３】
　一方、ステップＳ５８における判定の結果、テレビ放送波の再生が終了していなければ
、ステップＳ５６の動作に移行し、制御部１０８は、テレビ放送波の再生時間と一致する
コメント入力時間のコメント情報があるかどうかの判定を行う。
【００８４】
　ここで、ステップＳ５６における判定の結果、テレビ放送波の再生時間と一致するコメ
ント入力時間のコメント情報がない場合には、制御部１０８は、コメントテキスト受付部
１０６またはコメント音声受付部１０７がユーザーからコメントの入力を受け付けている
かどうかの確認を行う（ステップＳ５９）。
【００８５】
　ステップＳ５９における確認の結果、コメントテキスト受付部１０６またはコメント音
声受付部１０７がコメントを受け付けていた場合、制御部１０８は、そのコメントが入力
された時点のテレビ放送波の再生時間を読み出す。そして、読み出したテレビ放送波の再
生時間をコメント入力時間とし、そのコメント入力時間と、再生中のテレビ放送波のテレ
ビ放送波ＩＤと、コメント種別と、入力されたコメント内容を示すコメントデータとを対
応づけて、コメント情報としてコメント配信サーバー３００へ送信する（ステップＳ６０
）。なお、制御部１０８がコメントテキスト受付部１０６によるコメントの受け付けを確
認した場合、コメント種別はテキストとなり、制御部１０８がコメント音声受付部１０７
によるコメントの受け付けを確認した場合、コメント種別は音声となる。
【００８６】
　そして、ステップＳ５８の動作に移行し、テレビ放送波再生部１０２は、テレビ放送波
の再生が終了したかどうかを判定する。
【００８７】
　一方、ステップＳ５９における確認の結果、コメントテキスト受付部１０６及びコメン
ト音声受付部１０７の両方ともユーザーからのコメントを受け付けていない場合には、コ
メント受信部１０３は、コメント配信サーバー３００からコメント情報を受信したかどう
かの確認を行う（ステップＳ６１）。
【００８８】
　ステップＳ６１における確認の結果、コメント情報を受信していた場合、コメント受信
部１０３は、コメント配信サーバー３００から受信したコメント情報をコメント記憶部１
０４へ出力する。
【００８９】
　そして、コメント受信部１０３からコメント情報の出力を受けたコメント記憶部１０４
は、出力を受けたコメント情報に含まれるテレビ放送波ＩＤに対応する受信コメントテー
ブル１０４ａにそのコメント情報を記憶する（ステップＳ６２）。そして、ステップＳ５
８の動作に移行し、テレビ放送波再生部１０２は、テレビ放送波の再生が終了したかどう
かを判定する。
【００９０】
　一方、ステップＳ６１における確認の結果、コメント受信部１０３がコメント配信サー
バー３００からコメント情報を受信していない場合には、制御部１０８は、ユーザーによ
るバルーン型アイコンの選択をアイコン選択受付部１０５が受け付けたかどうかを確認す
る（ステップＳ６３）。
【００９１】
　ステップＳ６３における確認の結果、バルーン型アイコンの選択をアイコン選択受付部
１０５が受け付けていた場合、制御部１０８は、選択されたバルーン型アイコンを示すコ
メントＩＤをアイコン選択受付部１０５から取得する（ステップＳ６４）。
【００９２】
　アイコン選択受付部１０５からコメントＩＤを取得した制御部１０８は、受信コメント
テーブル１０４ａから、出力を受けたコメントＩＤに対応するコメント種別を確認する。
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ここで、コメント種別がテキストであった場合、出力を受けたコメントＩＤに対応するコ
メントデータを画像出力部１０９へ出力し、コメント種別が音声であった場合には、出力
を受けたコメントＩＤに対応するコメントデータを音声出力部１１０へ出力する。
【００９３】
　画像出力部１０９がコメントデータの出力を受けた場合、画像出力部１０９は、出力を
受けたコメントデータが示すテキストのコメントを画像出力装置１１１の表示画面上の所
定の領域に画像として出力させる。また、音声出力部１１０がコメントデータの出力を受
けた場合、音声出力部１１０は、出力を受けたコメントデータが示す音声のコメントを音
声出力装置１１２に音声として出力させる（ステップＳ６５）。
【００９４】
　そして、ステップＳ５８の動作に移行し、テレビ放送波再生部１０２は、テレビ放送波
の再生が終了したかどうかを判定する。
【００９５】
　以上がユーザー端末１００－１の動作の説明である。
【００９６】
　ここまでは、１つのユーザー端末１００－１のみの動作に着目して説明した。実際には
、同じテレビ放送波ＩＤのテレビ番組を視聴し、そのテレビ番組の内容に対するコメント
を閲覧しているユーザー間において、以下のようにしてコメントの送受信を行うことがで
きる。
【００９７】
　図８は、図１に示したコメント配信システムにおけるコメントの送受信の一例を説明す
るための図である。
【００９８】
　図８において、ユーザーＡとユーザーＢとは、それぞれユーザー端末１００－１とユー
ザー端末１００－２とで同じテレビ放送波ＩＤのテレビ番組を視聴している。
【００９９】
　このとき、図８に示すように、ユーザー端末１００－１におけるテレビ放送波の再生時
間が２００秒の時点でユーザーＡが「ＡＡＡ」というコメントを入力したとする。この入
力されたコメントが上述したステップＳ６０の動作で示したようにコメント配信サーバー
３００へ送信される。そして、コメント配信サーバー３００により、ユーザーＡが視聴し
ているテレビ番組と同じテレビ放送波ＩＤのテレビ番組を視聴しているユーザーＢのユー
ザー端末１００－２へこのコメントが配信される。図中点線で囲まれた四角形は、ユーザ
ーＡによって入力されたコメントがコメント配信サーバー３００を介さずにユーザーＡ自
身が操作しているユーザー端末１００－１に直接表示されることを示している。これは、
以下の説明においてユーザーＢが入力するコメントについても同様である。なお、このよ
うに自身が入力したコメントを直接表示させないようにすることも可能である。
【０１００】
　ユーザー端末１００－１からのコメントがコメント配信サーバー３００を介してユーザ
ー端末１００－２へ配信されると、ユーザー端末１００－２の画像出力装置１１１の表示
画面上の所定の領域に、このテレビ番組の内容に対するコメントがあることを示すバルー
ン型アイコンが表示される。
【０１０１】
　そして、ユーザーＢが入力装置１５０を操作することによってバルーン型アイコンを選
択すると、画像出力装置１１１または音声出力装置１１２から「ＡＡＡ」というユーザー
Ａが入力したコメントがコメント種別に応じて画像または音声として出力される。
【０１０２】
　そして、このコメントを閲覧したユーザーＢが、その回答として、ユーザー端末１００
－２におけるテレビ放送波の再生時間が２２０秒の時点で「ＢＢＢＢ」というコメントを
入力してコメント配信サーバー３００に送信すると、コメント配信サーバー３００を介し
てそのコメントがユーザー端末１００－１へ配信される。
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【０１０３】
　ユーザー端末１００－２からのコメントがユーザー端末１００－１へ配信されると、ユ
ーザー端末１００－１の画像出力装置１１１の表示画面上の所定の領域に、このテレビ番
組の内容に対するコメントがあることを示すバルーン型アイコンが表示される。
【０１０４】
　そして、ユーザーＡが入力装置１５０を操作することによってバルーン型アイコンを選
択すると、画像出力装置１１１または音声出力装置１１２から「ＢＢＢＢ」というユーザ
ーＢが入力したコメントがコメント種別に応じて画像または音声として出力される。
【０１０５】
　このように、コメントの送受信をリアルタイムで行うことができるため、不特定多数の
ユーザー間において円滑なコミュニケーションを図ることができる。
【０１０６】
　次に、図２に示した画像出力装置１１１の表示画面について説明する。
【０１０７】
　図９は、図２に示した画像出力装置１１１の表示画面の一例を示す図である。
【０１０８】
　図９に示すように図２に示した画像出力装置１１１の表示画面１１１ａは、動画表示領
域５１と、バルーン型アイコン表示領域５２と、コメントテキスト表示領域５３とで構成
されている。なお、図９においては、図２に示した音声出力装置１１２が画像出力装置１
１１に組み込まれている構成を一例として示しているが、音声出力装置１１２は画像出力
装置１１１に組み込まれていなくてもよい。
【０１０９】
　動画表示領域５１には、ユーザー端末１００－１～１００－ｎがテレビ放送波配信サー
バー２００から受信したテレビ放送波の動画が表示される。
【０１１０】
　バルーン型アイコン表示領域５２には、動画表示領域５１に表示されている動画に対す
るコメントの数と同じ数のバルーン型アイコン５２ａがテレビ放送波の再生時間に応じて
表示される。
【０１１１】
　コメントテキスト表示領域５３には、カーソル５２ｂによって選択されたバルーン型ア
イコン５２ａに対応するコメントが表示される。なお、コメントテキスト表示領域５３に
コメントが表示されるのは、そのコメントのコメント種別がテキストの場合である。
【０１１２】
　なお、入力されたコメントを示すバルーン型アイコン５２ａには、そのバルーン型アイ
コン５２ａに対応するコメントのコメント種別がテキストである場合、選択されなくても
コメントの内容の概要がわかるように、バルーン型アイコン５２ａの表面にコメントの内
容の一部を表示するようにする。また、バルーン型アイコン５２ａに対応するコメントの
コメント種別が音声である場合、その旨をバルーン型アイコン５２ａに表示してもよい。
【０１１３】
　また、コメント入力時間がテレビ放送波の再生時間よりも前のコメントに対応するバル
ーン型アイコンは、一定時間経過後に半透明の表示とし、その後に、表示を止めるように
してもよい。
【０１１４】
　また、バルーン型アイコンの表示時間を設定することも可能であり、例えば、表示時間
が一定時間を経過したバルーン型アイコンの表示を止めるようにすることもできる。
【０１１５】
　また、テレビ放送波のある特定の再生時間に多数のコメントが集中して入力された場合
等においては、これらの多数のコメントに対応する多数のバルーン型アイコン５２ａを表
示させると、それらのバルーン型アイコン５２ａが重なり合って見えにくくなる。これを
回避するため、バルーン型アイコン表示領域５２内でバルーン型アイコン５２ａができる
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だけ重ならないようにずらして表示するようにする。
【０１１６】
　また、バルーン型アイコン５２ａと、バルーン型アイコン５２ａを選択した後にコメン
トテキスト表示領域５３に表示されるコメントとについては、コメントに重要度を設定し
、その重要度に応じ、バルーン型アイコン５２ａやコメントの色や文字サイズ等の表示形
態を変化させるようにしてもよい。重要度を設定する基準としては、例えば、レスポンス
の多いコメントを重要度が高いコメントとし、重要度が高いコメントの文字サイズや、重
要度の高いコメントに対応するバルーン型アイコン５２ａの大きさを大きくしたり、色を
つけたりするようにする。
【０１１７】
　このように本実施形態においては、テレビ番組の内容に対するコメントをユーザー端末
において表示する場合、ユーザー端末の画像出力装置の表示画面上でテレビ放送波の動画
を表示する領域とは別の領域にコメントを表示するため、表示されたコメントによってテ
レビ番組の視聴が妨げられることがない。
【０１１８】
　また、テレビ番組の内容に対するコメントを不特定多数のユーザー間で音声データとし
て送受信することができるため、ユーザーは、動画を共有しているという臨場感を十分に
得ることができる。
【０１１９】
　なお、上述した実施形態では、テレビ番組を動画の一例として説明したが、動画はテレ
ビ番組に限られず、インターネット上で送受信される動画等でもよい。
【０１２０】
　また、上述した実施形態では同じテレビ放送波ＩＤのテレビ番組を複数のユーザーが視
聴している場合について説明した。ここで、あるテレビ番組について、テレビ放送波配信
サーバー２００とコメント配信サーバー３００とでテレビ放送波とコメントとを記憶して
おき、再放送用のコンテンツが製作された場合を考えてみる。この場合、あるユーザーが
その再放送を視聴する際に、それまでに記憶されていたコメントがコメント配信サーバー
３００からユーザー端末１００－１～１００ｎへ配信され、再放送の動画とともにコメン
トが出力されるようにしてもよい。これにより、他にテレビ番組を視聴しているユーザー
がいない状況であっても、過去に入力されたコメントを、その再放送の再生時間に応じて
順次閲覧することができる。また、ここでは、新たにコメントを入力できるようにしても
よい。
【０１２１】
　また、上述した実施形態ではテレビ放送波配信サーバー２００とコメント配信サーバー
３００とが別々のサーバーである場合について説明したが、テレビ放送波配信サーバー２
００とコメント配信サーバー３００との機能を同一のサーバーで実現するようにしてもよ
い。
【０１２２】
　また、ユーザー毎に個別のユーザー識別子を付与してコメントにユーザー識別子を付加
したものをコメント情報としてもよい。これにより、コメントを入力したユーザーを識別
することができる。さらに、ユーザー識別子に応じてバルーン型アイコンの形状等を変え
て表示するようにしてもよい。これにより、コメントを入力したユーザーを識別すること
が容易になる。
【０１２３】
　また、コメント種別が音声の場合、その音声のコメントデータの属性としてステレオ、
またはそれ以上のマルチチャネルの属性を付加し、その属性に応じて音声が出力されるよ
うにしてもよい。これにより、例えば、ユーザー端末１００－１～１００－ｎが５．１ｃ
ｈサラウンドシステムテレビである場合、他のユーザーからの音声のコメントが後方のス
ピーカから出力され、ユーザーは、あたかも同じ空間で後方から他のユーザーに話しかけ
られたかのような臨場感を味わうことができる。
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【０１２４】
　また、本発明においては、端末またはコメント配信サーバー内の処理は上述の専用のハ
ードウェアにより実現されるもの以外に、その機能を実現するためのプログラムを端末ま
たはコメント配信サーバーにて読取可能な記録媒体に記録し、この記録媒体に記録された
プログラムを端末または配信サーバーに読み込ませ、実行するものであっても良い。端末
またはコメント配信サーバーにて読取可能な記録媒体とは、フロッピーディスク、光磁気
ディスク、ＤＶＤ、ＣＤなどの移設可能な記録媒体の他、端末またはコメント配信サーバ
ーに内蔵されたＨＤＤなどを指す。
【図面の簡単な説明】
【０１２５】
【図１】本発明のコメント配信システムの実施の一形態を示す図である。
【図２】図１に示したユーザー端末の構成を示すブロック図である。
【図３】図１に示したコメント配信サーバーの構成を示すブロック図である。
【図４】図３に示したコメント記憶部が有するコメントテーブルの構成の一例を示す図で
ある。
【図５】図１及び図３に示したコメント配信サーバー動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図６】図１及び図２に示したユーザー端末の動作を説明するためのフローチャートであ
る。
【図７】図２に示したコメント記憶部が有する受信コメントテーブルの構成の一例を示す
図である。
【図８】図１に示したコメント配信システムにおけるコメントの送受信の一例を説明する
ための図である。
【図９】図２に示した画像出力装置の表示画面の一例を示す図である。
【符号の説明】
【０１２６】
　１　　ネットワーク
　５１　　動画表示領域
　５２　　バルーン型アイコン表示領域
　５２ａ　　バルーン型アイコン
　５２ｂ　　カーソル
　５３　　コメントテキスト表示領域
　１００－１～１００－ｎ　　ユーザー端末
　１０１　　テレビ放送波受信部
　１０２　　テレビ放送波再生部
　１０３　　コメント受信部
　１０４，３０２　　コメント記憶部
　１０４ａ　　受信コメントテーブル
　１０４ｂ，３０２ｂ　　テレビ放送波ＩＤカラム
　１０４ｃ，３０２ｃ　　コメントＩＤカラム
　１０４ｄ，３０２ｄ　　コメント種別カラム
　１０４ｅ，３０２ｅ　　コメント入力時間カラム
　１０４ｆ，３０２ｆ　　コメントデータカラム
　１０５　　アイコン選択受付部
　１０６　　コメントテキスト受付部
　１０７　　コメント音声受付部
　１０８　　制御部
　１０９　　画像出力部
　１１０　　音声出力部
　１１１　　画像出力装置
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　１１１ａ　　表示画面
　１１２　　音声出力装置
　１５０　　入力装置
　１６０　　音声入力装置
　２００　　テレビ放送波配信サーバー
　３００　　コメント配信サーバー
　３０１　　コメント配信部
　３０２ａ　　コメントテーブル
　３０３　　通信部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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